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2025年第 63号 
リカバリハウスいちご

は、あらゆる依存問題

からの回復をめざす本

人や家族の方のための

依存症回復施設です。 
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私たちは、アルコール・薬物・ギャンブル等の使用によって困

ってきた人達への地域支援に取り組んでいます。「どうすれ

ばいいのかわからない」「やめていきたい」「居場所や働く場

がほしい」ご本人や家族、関係者の方、お電話ください。

（連絡先は最後のページに記載しています） 

一緒に、回復しやすい社会づくりに取り組んでいきませんか。 

関係機関の方、支援者の方の見学も大歓迎です。 

生きづらさを抱える子どもたち 

   

 令和六年度大阪府依存症早期介入・回復継続支援事

業の助成金を受けて、３月 16 日（日）大阪府立労働

センター（エル大阪）で、生きづらさを抱える子ども

たち ～子どもたちのリアル 彼らのリカバリーを

支える取り組みを考える～を開催しました。ご講演と

シンポジウムでは、精神科医の松本俊彦様、大学院生

の鈴木葉菜様、加古川学園福祉専門官の荒川久美子

様、尼崎市内公立中学校養護教諭の庄司るみ子様にそ

れぞれお話しいただき、後半のシンポジウムでもお話

しいただき、会場参加２００名、ウェビナー参加５０

０名ととても沢山の方々に関心をもってご参加いた

だくことができました。 

大阪公立大学出前講演 

   

 5 月 16 日（金）10：30からの大阪公立大学出前講演の

様子。「障害者と人権」の講義へいちごから体験談を話し

に行きました。利用者さんや断酒会家族会（すみれ会）か

らも自らの体験を語っていただきました。学生さんから

の質問も多く、講義中の登壇者を見る学生さんたちの眼

差しが真剣でした。 

大学院生さん達が見学に、交流会をもつ 

     

 3 月 11 日（火）に東京大学大学院の皆様が、3月 17 日

（月）には筑波大学大学院の皆様がいちご長居の見学に

来てくれました。いちごの会の取り組みの紹介や利用者

様との交流ミーティングなどをしました。 

AA日本 50 周年へ 

  3 月 28 日、29 日、30 日の三日

間、埼玉県大宮市の大宮ソニック

シティで、AA日本５０周年記念集

会が開催されました。リカバリハ

ウスいちごからも利用者様や職員

など多数で参加しました。 

各ミーティングやメインのビックミーティング、海外から

のスピーカーなど多彩な内容で AA の日本での広がりや世

界の中の日本の AA について思いをはせる時間となりまし

た。 
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山の辺の道に行ってきました 

 

 4 月 7日、恒例の山の辺の道レクに総勢 53名で行き

ました。山の辺の道は、日本で最古の道と言われる道で

す。古い神社や、古墳があちこちに点在する中を皆で歩

いていきました。当日は天気も良く、桜が満開でした。

今回は、足や腰の痛い方、断酒会の例会など時間的に都

合がつかない方も参加していただけるよう、自動車も

用意しました。 

 桜井駅を降りて、しばらく歩くとスーパーがあり、そ

こで弁当などを買い、いよいよ出発です。仏教伝来の碑

がある大和川の堤防も桜が満開で、そこで写真を撮り

ました。コースはフルコースが桜井から天理まで 16 ㎞

を歩き、ハーフコースは途中の JR巻向で帰るコース、

最短コースは、桜井から大神神社までのコースです。日

本最古の神社、大神神社では展望台があり、そこは大和

三山が一望でき、対側にはご神体の三輪山も見え、360

度、すばらしい景色でした。春の草花が咲き、山土のに

おいや、鳥の声を聴きながら、和やかな気持ちで一日を

過ごすことができました。帰りはどのコースもアイス

を買って、楽しい一日を共に過ごしました。（森川） 

 

新生会病院仲間の会大運動会へ 

 

 ５月 4日 新生会病院 「仲間の会 大運動会」

に参加しました。 

 綱引きや、玉入れ、パン食い競争、童心に帰って

楽しみました。最後のリレーは忖度なしで頑張って

一位になりました。 

 来年もみんなで参加したいです。（宮永） 

 

メンバーさんの声 

いちご長居の Tさんから 

 通院している担当医から「これから一歩先に進む

には」ということで、いちごの通所を勧められた。

不安があったが行ってみると知っている人がいたの

で、自然に馴染むことが出来、毎日通所が出来てい

ます。 

 通所しているおかげで、一つずつ出来ることも増

えたし、新しい出会いもありました。 

 これからゆっくりですが、一般就労目指して頑張

っていきたいと思います。 

いちご最高！！（S.T） 



いちごのお弁当作業を経験して（いちご阿倍野のメンバーさんから） 

私はいちごに入所して、ずっと念願だったお弁当作りの

仕事をさせてもらうことになりました。 

しかし、その意気込みとは裏腹に、最初は仕事が思うよ

うに上手くいきませんでした。 

自信喪失・・・ 

“言われたこともすぐに忘れてしまう”“物の配置

場所も覚えられない”“数量も何回も数えなおさ

ないと忘れてしまう”といった状態に日々途方に

暮れていました。 

そんな自分の不甲斐なさに情けなくなり、「やっぱり自分には普通の仕事ができない、もうアカン

は・・・。」と思い、もう辞めたいと職員さんに伝えたところ、「そんな事は気にしなくていいよ、それなら

M さんのように記憶が苦手な人でも仕事しやすい環境を整えるから!」と言っ

てくださり、さっそく物の配置場所を分かりやすく示した

“厨房マップ”を作成して目立つ場所に貼って、少しずつ仕

事がしやすくなってきました。 

正直はじめは仕事をなかなか覚えられないから、行くのが

嫌になった時期もありました。「また怒られるかもしれな

い・・・。」でもあきらめずに私はお弁当作業に行きました。 

そのおかげで今はとっても楽しい“私の居場所”。あの時勇

気を出して職員さんに相談して良かったと思っています。 

自信がついた!  

気が付けば、いつの間にかこの場所が私のかけがえのない居場所になっていました。 

私と同じ病気のウェルニッケ・コルサコフ症候群になった

方々に伝えたい。「大丈夫!!私はもうアカンとあきらめた患者

でした。でも命あって助かった。働けるようになった。記憶力

もとぼしいが徐々に覚えられている。」 

先生が「お酒を止めていたら絶対に良くなる。」と言った言

葉。そしてお弁当ハウスいちごの

職員さんが言ってくれた「覚えら

れないのが悪いのではない。頑張

ろうとする気持ちが大切なので

す。」と言ってくれた言葉。 

この言葉をいつも胸に私はお仕事をさせてもら

っています。 

だから、この重症の病気になった方がいたら私は

伝えたい。 

「あきらめなければ大丈夫やから!!」って。 

  M.M 
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依存問題でお悩みの皆様、お気軽にお電話ください。 

◇リカバリハウスいちご 06‐6769‐1517 

（生活訓練、就労継続支援 B 型） 

◇就労定着支援いちご 06‐6769‐1517 

（就労定着支援事業） 

◇相談支援センターーいちご 06‐6769‐1517 

（指定相談支援事業） 

◇リカバリハウスいちご長居 06-6694-4701 

（就労継続支援 B 型） 

◇リカバリハウスいちご女性ユニット 06‐4703‐3884 

（就労継続支援 B 型） 

◇リカバリハウスいちご阿倍野 06‐6628‐1121 

（就労継続支援 B 型） 

◇いちごいちえ 06－7503－8087 

（生活介護） 

｡・ﾟ・。｡・ﾟ・。｡・ﾟ・。｡・ﾟ・｡・ﾟ・。｡・ﾟ・。｡・ﾟ 

◇リカバリハウスいちご尼崎 06‐7173‐6642 

（生活訓練・就労継続支援 B 型） 

◇グループホームいちご 06‐6605‐1153 

（共同生活援助事業） 

◇ヘルパーズハウスいちご 06‐7174‐0547 

（居宅介護事業） 

◇リカバリハウスいちご北大阪 06-7164-8161 

（生活訓練、就労継続支援 B 型） 

いちごについてより詳しい情報や、行事

のお知らせ、いちご通信のバックナンバ

ーの閲覧が出来ます 

[HP]https://www.ichigonokai.jp 

いちご通信定価 100 円 

いちごの日中活動事業所間の交流 
 いちご北大阪では、春頃あたりから他の事業所と

の交流を深めています。 

 ３月はいちご長居よりメンバーさんとスタッフあ

わせて４名が来てくださり、プロクラムはバースデ

ーミーティングでした。とても賑やかな温かみのあ

るミーティングとなりした。 

 翌月の４月はいちご矢田から６名の来所があり、

佐古さんの SSTで熱いプログラムとなりました。他

の事業所のメンバーの体験談をきくのは新鮮で良い

なぁと思います。交流が深まることで、いちごへの

愛着も増すのではとも考えています。７月は、尼崎

と北大阪の合同ミーティングを予定しています。 

（吉武） 

依存症を家族と共に学ぶ会のご案内

 ご家族の中の大切な方がお酒の問題や薬物の問

題、またギャンブルの問題が出てきたとき、どのよ

うに対応していけばよいのでしょう。またそのこと

でご家族の関係が悪くなってしまっているなどの悩

みを抱えておられるご家族を対象にいちごの会では

毎月第１、３土曜日に「依存症を家族と共に学ぶ会」

を開催しております。出席できるのはご家族の立場

の方だけです。「依存症者の家族」という立場の方の

集まりですから、安心して参加できます。また、この

会の中で依存症に関する専門の講座や、ご家族がど

のようにこの問題をとらえ、対応していけばよいの

かを学ぶための講座も開いております。絶望してい

たご家族が、悩みを抱えながらでも人生に新しい希

望を見つけておられます。ぜひ一緒に問題を解決し

ていきませんか。参加をお待ちしています。 

【学ぶ会会場】いちご女性ユニット  

【連絡先】お近くの各事業所へ（下記のとおり） 

いちごOBの方を招いて  

 3月 31日、いちご全体会議を終えて、OB の藤川さん、泉谷さんを招いてお話していただきました。藤川さ

んは 1999 年当初には断酒会と専門クリニックにつながっておられており、日中活動の場としていちご利用後

就労していかれました。酒をやめて続けていること、そのことの大切さを語ってくださいました。泉谷さんは、

断酒会へ定着していく中で利用、現在就労中の中時間を作って来てくださいました。「朝起きして仕事に出る

習慣づくり」や就労前準備に役だったお話をきくことができました。これからも、OB,OG の方のお話を聴く

機会を持っていきたいと考えています。お二人の方どうもありがとうございました。そしてこれからもよろし

くお願いします。（佐古） 

ギャンブルミーティングのご案内 

ギャンブル依存を抱えている方のためのミーティン

グを始めています。第 3を除く第 1・2・４・５火曜

日 16:30～17:30 会場：いちご長居 関心のある方

は、まずはスタッフまでご相談ください。 


